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　今回の海外実習の機会があるまで，私の海外経験といえるものは 4 泊 5 日のカンボジアへのツアー旅行の
みでした。それでも，最終学年になり，自分にも海外に行ける機会が与えられるなら，なにか思い出になる
ような実習をしたいと思い，友達とそんな話をして別れた後に，すぐに脳外科の医局に行って，次の日には
黒田先生にお会いして，海外で脳外科の実習をしたい旨を伝えたことを覚えています。今振り返ると，この
ときは驚くほど，いろんなことを能天気に考えすぎたと今になって反省してしまいます。
　実際に， 1 ヶ月の実習に向けて本格的に準備を始めたのは 5 年生の10月の終わり頃でした。まず，英語で
履歴書を書くことから始めました。いろんなサイトを見ながら，やっとかっとで書いて，自分のこれまでの
経歴も，自分の写真も，胸を張って向こうの先生に見せられるものではないなといきなり落ち込みました。
次にしなければならなかったのは飛行機の予約を取ることでした。今になって考えるとたやすいことなので
すが，当時は何度も何度も経由地を変更して，ようやく決めて，すると外国は国内に行くのと違って，クレ
ジットカードが無いと支払いができないこともこのとき初めて知りました。こうなると，クレジットカード
の発行を申し込んだり，ドイツはビザが必要なのではないかという不安に駆られて，総領事館に問い合わせ
たりしているうちに，年を越してしまいました。最後にむこうで住む家を探さなければならなかったのです
が，自分自身が生まれてから一度も実家を出たことがなかったため，富山でもアパートを探したことがなっ
たので，英語で書かれた物件の条件や，当時，日々進む円安のために価格が安定しないユーロで表示された
家賃とにらめっこしながら，ようやく住むところも決めることができました。他には，同じく海外での実習
に向けて準備をする友達の助言もあり，保険，WiFiルーター，ドイツ専用の変圧器やプラグ等，今までそ
の存在を必要としなかった，自分の中でその知識がゼロのものを富大での実習の合間で用意していくことは
自分の中では正直大変なことでした。そのようにしてどうにかして準備しているうちに， 6 年生となり，ま
ずは，富大の脳外科で実習をさせていただいて，翌月にドイツに行くことになりました。
　富山空港から羽田空港に向かって，次のミュンヘンに向かうときは，次に着くのはもう日本ではないとい
うことが不思議に思えました。自分のミスで予定していたよりも 1 日早くベルリンに着いてしまい，慌てて，
その日泊まるホテルを予約して，ホテル近くのバス停まで行きたい旨をチケット売り場のおじさんに伝えて
いるのに，通じなくて，ようやくバスに乗れて，降りたら，もう暗くて，ホテルまでのほんの少しの道のり
が怖かったのをよく覚えています。
　その週明けから実習が始まりました。朝の ７ 時半集合ということだったので初日にカンファレンスルーム
の近くでうろちょろしていると，優しそうできれいな女医さんが部屋まで案内してくれました。そこで待っ
ていると，朝の病棟回診を終えて，先生方がぞろぞろと入ってきて，別のキャンパスにある同じ脳外科の先
生方と中継して，合同でカンファレンスを始めました。日本では考えられないスピードで次々に，たくさん
の患者さんの画像が提示されて，あっという間に終わってしまいました。その勢いそのままにICU回診に向
かい，麻酔科の先生が患者さんの容態をプレゼンテーションするのを体の大きいドイツ人の先生方の隙間か
ら身を乗り出して聞きました。さらにその勢いで手術室に向かうので，先生方の切り替えの早さに驚かされ
ました。ドイツでは，患者さんの入室から気管挿管までは脳外科の先生は立ち会わず，麻酔科の先生によっ
て，終えられていました。手術に使うマイクロサージャリーの機械も手術室の看護師さんたちによってすで
に準備されていました。手術が始まるまで，邪魔しないように隅で見学していると，Charité の脳外科の教
授であるPeter Vajkozy教授が颯爽と現れ，私の拙い挨拶にも，100%の笑顔で答えて下さったのがうれし
かったのを覚えています。そこから，教授は，やはり一瞬の切り替えで手術モードになり，日本ではありえ
ないスピードで手術をこなし，重要な局面の手技を終えると後を助手に任せ，また颯爽と同時並列で行われ
ている手術に向かわれました。教授以外の先生も手術スピードが速く，毎日10件ほどの手術が行われており，
たくさんの症例を見学することができました。 1 件の手術に先生が 1 ~ 2 人しか入らないことが印象的でし
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た。そのため，見学者が術野を観察しやすい環境であったため，できるだけ，自分の見学した手術に関して
は，画像所見と手術記録を残し，分からないことは先生に質問するように努めました。しかし，あと一歩の
ところで話しかける勇気が持てなかったり，質問できてせっかく先生が答えて下さっても言葉が聞き取れな
かったりと自分に腹が立ったり，準備不足を感じざるを得なかった場面もたくさんありました。そうやって
しばらく毎日を過ごしていると，だんだん自分のことが認知され始め，ありがたいことに，先生方のほうか
ら，手術症例に関して教えてくださったりするようにもなりました。脳外科手術ならば当然の開頭手術に加
え，整形外科分野との重複もある脊髄の手術や，小児脳外の手術等たくさんの手術を見学してあっという間
に 1 ヶ月が終わってしまいました。
　いざ終わってみると，実習も充実し，週末には国内旅行などして遊び，現地のおいしいものをたくさん食
べて，楽しく過ごせたという気持ちもある一方，ドイツに行くための日本での準備の段階から，ドイツに来
て最終日になるまで自分の未熟さというものがびっしりと詰まっていたことを実感として感じられぽっかり
と心に穴が開いたような気分でした。実際，準備を始める前は，全部自分で何のこともなくこなせると根拠
のない自信がありましたが，実際はできないことがこんなにもたくさんあるものかというぐらい何にもでき
ない自分に腹が立つことがたくさんありました。ドイツに来てからも，すべて自分の力でうまくやっていた
のではなく，先にこられていた留学中の富大の先生や周りの先生や看護師さん達に助けていただいたことが
スムーズに実習を行うことができた理由でした。もっともっと強くなっていろんなことができるようになっ
て，必ずまたドイツに戻ってきたいと強く思いながら，帰りの飛行機に乗りました。
　日本に帰ってきて，次の日にはまた実習のために大学に来て，友達や先生方の顔をみているとほっとした
のと同時にこの 1 ヶ月は夢だったのではないかと思うほど現実感がありませんでした。それでもそのときに
取った写真を眺めたり，お土産を見ていたりすると，キラキラした毎日だったなと思えました。これをきっ
かけにただ医師になるのでなく，その後自分はさらに何をしたいか，どうありたいかを考えるようになりま
した。また，海外実習の準備をする前はそれを人前で話すことはあえてしようとはしなかったのですが，自
分から伝えることも大事なのではないかと思うようになりました。ここまで進歩できたのは， 1 年以上かけ
て海外実習に向けての準備，そして実習してきた甲斐があったと思います。もちろん，お金がかかることで
もあり，異国の地に一人で行くという危険もあるので，手放しには勧めることはできませんが，今後もこの
ような機会が引き続き，与えられるといいなと思います。ありがとうございました。
